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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タッチパネル付きのタッチ画面を備えた情報処理装置であって、
　前記タッチ画面へのタッチ操作時にその接触位置及び接触面積を検出する接触検出手段
と、
　前記タッチ画面内の複数のエリアのうち、前記接触検出手段によって検出された接触位
置に基づいて、タッチ操作されたエリアを判別するエリア判別手段と、
　前記エリア判別手段によってタッチ操作されたエリアが判別された際に、前記接触検出
手段によって検出された接触面積と前記エリアに対応して設定されている閾値面積とを比
較し、その面積の比較結果に基づいてそのタッチ操作を制御する制御手段と、
　を備え、
　前記制御手段は、前記エリア判別手段によってタッチ操作されたエリアが判別された際
に、前記接触検出手段によって検出された接触面積と前記エリアに対応して設定されてい
る閾値面積とを比較した結果、その接触面積が閾値面積よりも大きい場合に、前記エリア
へのタッチ操作を有効としてそのエリア対応の処理の実行を指示し、
　前記タッチ画面内の複数のエリアは、このタッチ画面の略全体に亘る全体エリアと、こ
の全体エリアの一部に重ね合わせられた他のエリアとを有し、
　前記制御手段は、前記接触検出手段によって検出された接触面積と前記他のエリアに対
応して設定されている閾値面積とを比較した結果、その接触面積が閾値面積よりも小さく
、前記接触面積と前記全体エリアに対応して設定されている閾値面積とを比較した結果、
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その接触面積が閾値面積よりも大きい場合に、前記他のエリア対応の処理に代わって、前
記全体エリア対応の処理の実行を指示する、
　ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　タッチパネル付きのタッチ画面を備えた情報処理装置であって、
　前記タッチ画面へのタッチ操作時にその接触位置と接触面積とを検出する接触検出手段
と、
　前記タッチ画面には、このタッチ画面の略全体に亘る全体エリアと、この全体エリアの
一部に重ね合わせられた一部エリアと、を含む複数のエリアが設けられ、この複数のエリ
アのうち、前記接触検出手段で検出された接触位置が何れのエリアにあるかを判別するエ
リア判別手段と、
　前記エリア判別手段で判別されたエリアが前記一部エリアである場合、前記接触検出手
段で検出された接触面積が、当該一部エリアに対応して設定された第１閾値面積よりも小
さく、且つ前記全体エリアに対応して設定された第２閾値面積よりも大きい場合には、前
記一部エリア対応の処理に代わって前記全体エリア対応の処理を実行制御する制御手段と
、
　を備えたことを特徴とする情報処理装置。
【請求項３】
　前記接触検出手段は、タッチ操作開始時の接触有りからタッチ操作終了時の接触無しま
での間に複数の接触面積を検出すると共に、その複数の接触面積に基づいて決定したその
最適値を前記タッチ操作時の接触面積として検出する、
　ようにしたことを特徴とする請求項１又は２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記エリア判別手段によってタッチ操作されたエリアが複数であると判別された場合に
、そのエリア毎にその接触時間を計測するエリア別時間計測手段を更に備え、
　前記制御手段は、前記エリア判別手段によって複数のエリアに跨ったタッチ操作である
と判別された場合に、前記エリア別時間計測手段によって計測されたエリア毎に接触時間
に基づいて何れか一方のエリアへのタッチ操作であると判断して、そのタッチ操作を制御
する、
　ようにしたことを特徴とする請求項１～３の何れかに記載の情報処理装置。
【請求項５】
　タッチ操作の接触時間を計測する接触時間計測手段を更に備え、
　前記制御手段は、前記接触時間計測手段によって計測された接触時間と前記面積の比較
結果に基づいてそのタッチ操作を制御する、
　ようにしたことを特徴とする請求項１～４の何れかに記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記エリアに対応して設定されている閾値面積として、複数レベルの閾値を有し、
　前記制御手段は、前記面積比較を行う際に、前記複数レベルの閾値毎の比較結果に基づ
いて、異なる種類の処理の実行を指示する、
　ようにしたことを特徴とする請求項１～５の何れかに記載の情報処理装置。
【請求項７】
　タッチパネル付きのタッチ画面を備えた情報処理装置のコンピュータを制御するための
プログラムであって、
　前記コンピュータを、
　前記タッチ画面へのタッチ操作時にその接触位置と接触面積とを検出する検出手段、
　前記タッチ画面には、このタッチ画面の略全体に亘る全体エリアと、この全体エリアの
一部に重ね合わせられた一部エリアと、を含む複数のエリアが設けられ、この複数のエリ
アのうち、前記検出手段で検出された接触位置が何れのエリアにあるかを判別する判別手
段、
　前記判別手段で判別されたエリアが前記一部エリアである場合、前記検出手段で検出さ
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れた接触面積が、当該一部エリアに対応して設定された第１閾値面積よりも小さく、且つ
前記全体エリアに対応して設定された第２閾値面積よりも大きい場合には、前記一部エリ
ア対応の処理に代わって前記全体エリア対応の処理を実行制御する制御手段、
　として機能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、タッチパネル付きのタッチ画面を備えた情報処理装置及びプログラムに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来、タッチパネル付きのタッチ画面を備えた情報処理装置において、そのタッチパネ
ルの周辺部での誤操作を防止する技術としては、例えば、特許文献１及び特許文献２に示
されているような技術が開示されている。すなわち、特許文献１には、タッチキーが配置
されているエリア上において一定時間以上のタッチ操作でタッチ有りと判断するようにし
た技術が開示されているほか、タッチパネルの全体が表示部と、その周辺のキー部と、そ
れらの間の検出エリアとに分かれている状態において、使用者がその検出エリアと共にそ
のキー部に触れた場合にはキー押下として処理しないようにした技術が開示されている。
また、特許文献２には、タッチパネルの操作可能なエリアを自在に設定可能とした技術が
開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－２４８０６８号公報
【特許文献２】特開２０１１－２０４０９２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述したように、一定時間以上のタッチ操作を条件にタッチ有りと判断
する技術は、操作を素早く行うことはできなくなる。また、使用者がキー部と共に検出エ
リアも接触してしまった場合にそのキー操作を無効とする制御する技術は、特別な検出エ
リアを設ける必要がある。更に、タッチパネルの操作可能なエリアを自在に設定可能とす
る技術は、操作可能な有効範囲を狭めてしまう、という問題が残る。
【０００５】
　本発明の課題は、タッチパネルの全域をタッチ操作面として有効に使用可能となるよう
にしても誤操作を防ぎ、操作性を向上できるようにすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、タッチパネル付きのタッチ画面を備えた情報処理装置であって、前記タッチ
画面へのタッチ操作時にその接触位置と接触面積とを検出する接触検出手段と、前記タッ
チ画面には、このタッチ画面の略全体に亘る全体エリアと、この全体エリアの一部に重ね
合わせられた一部エリアと、を含む複数のエリアが設けられ、この複数のエリアのうち、
前記接触検出手段で検出された接触位置が何れのエリアにあるかを判別するエリア判別手
段と、前記エリア判別手段で判別されたエリアが前記一部エリアである場合、前記接触検
出手段で検出された接触面積が、当該一部エリアに対応して設定された第１閾値面積より
も小さく、且つ前記全体エリアに対応して設定された第２閾値面積よりも大きい場合には
、前記一部エリア対応の処理に代わって前記全体エリア対応の処理を実行制御する制御手
段と、を備えたことを特徴とする情報処理装置。
【発明の効果】
【０００７】
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　本発明によれば、タッチパネルの全域をタッチ操作面として有効に使用可能となるよう
にしても誤操作を防ぎ、操作性の大幅な向上を期待することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】情報処理装置として適用した携帯端末装置（スマートフォン）の基本的な構成要
素を示したブロック図。
【図２】携帯端末装置（スマートフォン）の外観斜視図で、（１）、（２）は、タッチ操
作の仕方によってその接触面積が異なることを説明するための図。
【図３】（１）は、筐体を方手持ちした状態（筐体の一端部を片手の親指と人差し指で挟
み持たれた状態）を示した図、（２）は、タッチ画面の左右両端部に操作制御の対象エリ
ア（画面端領域）ＣＡを設定した状態を示した図。
【図４】（１）は、筐体を方手持ちした状態（片手の掌に載せて握り持たれた状態）を示
した図、（２）は、タッチ画面の左右両端部に操作制御の対象エリア（画面端領域）ＣＡ
を設定した状態を示した図。
【図５】タッチ入力表示部７に表示されたアプリケーション画面内に操作制御の対象エリ
ア（指示指標領域）ＣＡを設定した状態を示した図。
【図６】タッチ制御テーブル３ｃを説明するための図。
【図７】アプリケーション処理の起動に応じて実行開始されるフローチャート。
【図８】図７の動作に続くフローチャート。
【図９】図８の動作に続くフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、図１～図９を参照して本発明の実施形態を説明する。
　本実施形態は、情報処理装置として、携帯端末装置（スマートフォンと呼ばれる多機能
型携帯電話機）に適用した場合を例示したもので、図１は、この携帯端末装置（スマート
フォン）の基本的な構成要素を示したブロック図である。
　携帯端末装置（スマートフォン）は、その筐体全体が薄型長方体を成し、通話機能、電
子メール機能、インターネット接続機能などの基本機能のほか、タッチパネル付きのタッ
チ画面を備えたタッチ機能、自身の姿勢（筐体の姿勢）を検出する姿勢検出機能を有し、
ＣＰＵ１を中核とする構成となっている。
【００１０】
　ＣＰＵ１は、二次電池（図示省略）を備えた電源部２からの電力供給によって動作し、
記憶部３内の各種のプログラムに応じてこの携帯端末装置の全体動作を制御する中央演算
処理装置である。記憶部３には、プログラムメモリ３ａ、ワークメモリ３ｂ、後述するが
、タッチ操作を制御するためのタッチ制御テーブル３ｃなどが設けられている。プログラ
ムメモリ３ａは、図７～図９に示した動作手順に応じて本実施形態を実現するためのプロ
グラムや各種のアプリケーションなどが格納されているほか、それに必要とする情報など
が記憶されている。ワークメモリ３ｂは、この携帯端末装置が動作するために必要となる
各種の情報（例えば、フラグ、タイマなど）を一時的に記憶するワーク領域である。なお
、記憶部３は、例えば、ＳＤカード、ＩＣカードなど、着脱自在な可搬型メモリ（記録メ
ディア）を含む構成であってもよく、また、その一部が図示しない所定の外部サーバの領
域を含むものであってもよい。
【００１１】
　無線通信部４は、音声通話機能、電子メール機能、インターネット接続機能時に使用さ
れる広域通信部であり、図示省略したが、移動通信網を介して他の電話機（図示省略）に
接続されたり、インターネットを介して他の端末装置（図示省略）に接続されたりする。
操作部５は、電源ボタンなどの押しボタン式の各種のキーを備えている。加速度センサ６
は、筐体（自身）の姿勢、例えば、筺体の向きとして横向き／縦向き状態であるかを検出
する姿勢検出部である。
【００１２】
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　タッチ入力表示部７は、タッチパネル付きの画面を備えたタッチスクリーンを構成する
もので、表示パネル７ａの上にタッチパネル７ｂを積層配設した構成となっており、各種
のソフトウェアキー（タッチキー）を割り当て配置してその機能名を表示したり、指など
によるタッチ操作を感知してそのタッチ操作に応じた操作信号を入力したりする入力表示
デバイスである。表示パネル７ａは、全体形状が長方形の液晶パネルであり、タッチ入力
表示部７の画面（以下、タッチ画面と呼称する）は、筐体の向きに応じて縦長画面となっ
たり、横長画面となったりする。タッチパネル７ｂは、例えば、静電容量方式あるいは抵
抗皮膜方式を採用しているが、その他の方式であってもよい。なお、本実施形態において
はタッチパネル７ｂへのタッチ操作として、任意の位置を接触してすぐに離すタップ操作
、接触移動してからすぐに離すフリック操作、二本の指で拡大／縮小を指示するピンチイ
ン／ピンチアウト操作を検出可能としているが、これに限らず、ダブルタップ操作、スワ
イプ操作、ドラッグ操作などの操作も検出可能としてもよい。
【００１３】
　タッチ入力表示部７は、タッチパネル７ｂへのタッチ操作に応じて接触の有無を示す信
号（タッチオン信号／タッチオフ信号）をＣＰＵ１に与える。ＣＰＵ１は、タッチパネル
７ｂからの接触有無信号（タッチオン信号／タッチオフ信号）に基づいてタッチパネル７
ｂ上の座標位置（接触位置）、接触面積、接触方向、接触距離、接触時間をその接触状態
として検出するようにしている。なお、タッチ入力表示部７側で座標位置（接触位置）及
び接触面積を検出し、ＣＰＵ１側でその他の接触方向、接触距離、接触時間を検出するよ
うにしてもよい。ＣＰＵ１は、このタッチ操作時の接触状態に基づいて、どのようなタッ
チ操作が行われたかを判別し、そのタッチ操作に応じた処理を制御するようにしている。
なお、このような接触状態の検出は、一般に用いられている技術であり、本実施形態では
その周知技術を利用するようにしているため、その具体的な説明については省略するもの
とする。
【００１４】
　なお、上述のタッチ操作とは、タッチパネル７ｂ上において指やペンを直接タッチする
接触操作に限らず、その接触操作に近似する操作として、例えば、指やペンの接近や接近
移動による静電容量変化又は明るさ変化などに応じて指やペンの位置を検出する近接操作
を含むことを意味している。つまり、接触操作を検出する接触型タッチパネルに限らず、
近接型タッチパネルやデバイスであってもよいが、本実施形態にあっては、タッチ操作と
して、接触型タッチパネル上での接触操作を例示した場合を示している。
【００１５】
　図２は、携帯端末装置（スマートフォン）の外観斜視図である。
　図２（１）は、タッチ入力表示部７へのタッチ操作の仕方として、指を寝かせて指の腹
部分でタッチした状態を示し、図２（２）は、画面に対して指を立たせて指の先部分でタ
ッチした状態を示している。このようなタッチ操作の仕方（接触の仕方）によって、指と
タッチ画面との接触面積（タッチ面積）は、大きく異なる。例えば、図２（１）の場合の
接触面積に対して図２（１）の場合の接触面積は略４倍となる。また、指とタッチ画面と
の接触面積は、タッチの強さ（押圧力）によっても異なり、指を強く押し込むことにより
指が扁平となって接触面積は大きくなる。
【００１６】
　図３（１）は、筐体を方手持ちした状態（薄型長方体の筐体の向きが横長状態となるよ
うに、その筐体の一端部が片手の親指と人差し指で挟み持たれた状態）を示した図で、タ
ッチ画面は、筐体の向きに応じて横長状態となる。
　このように筐体の一端部（図示の例では左端部）が片手の親指と人差し指で挟むように
把持（挟み持ち）されると、その筐体の左端部では左手の親指がタッチ画面内に大きく侵
入して接触するようになる。このように筐体を把持したときの接触を誤操作として認識す
るために本実施形態では、図３（２）に示すようにタッチ画面の左右両端部の領域（帯状
の領域）を特定のエリア、つまり、操作制御の対象エリアＣＡとしてそれぞれ設定するよ
うにしている。
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【００１７】
　操作制御対象エリア（画面端領域）ＣＡは、タッチ画面の略全体に亘る全体エリアＷＨ
の一部に重ね合わせられた領域であり、ＣＰＵ１は、その制御対象エリア（画面端領域）
ＣＡ内への接触（タッチ操作）を検出した際に、その接触面積が所定の閾値よりも大きい
か否かに基づいてそのタッチ操作を制御（例えば、タッチ操作の有効又は無効を制御）す
るようにしている。すなわち、筐体の把持によるタッチ画面の端部への接触は、その接触
面積が特に大きくなるため、本実施形態では、接触面積が所定の閾値以上であれば、筐体
の把持による誤接触であると判断してその接触（タッチ操作）を無効とするが、タッチ画
面の端部への接触面積が所定の閾値未満であれば、全体エリアＷＨへのタッチ操作である
と判断するようにしている。
【００１８】
　なお、図示の場合には、タッチ画面の左右両端部に操作制御の対象エリアＣＡを設定す
る場合を例示したが、ユーザ操作によって左右両端の何れか一方のみに制御対象エリアＣ
Ａを設定するようにしてもよい。例えば、常に、筐体の左端部を左手で把持するユーザで
あれば、タッチ画面の左端部のみを操作制御の対象エリアＣＡとして設定するようにして
もよい。逆に、常に、筐体の右端部を右手で把持するユーザであれば、タッチ画面の右端
部のみを操作制御の対象エリアＣＡとして設定するようにしてもよい。
【００１９】
　図４（１）は、筐体を方手持ちした状態（薄型長方体の筐体が縦長状態となるように片
手の掌に載せて握り持たれた状態）を示した図で、タッチ画面は、筐体の向きに応じて縦
長状態となる。
　このように筐体の両端部が片手（例えば、右手）で握られるように把持（握り持ち）さ
れた状態では、その筐体の左右両端部では両手の各指がタッチ画面内に大きく侵入して接
触するようになる。このように筐体を把持したときの接触を誤操作として認識するために
本実施形態では、図４（２）に示すようにタッチ画面の左右両端部を操作制御の対象エリ
アＣＡとしてそれぞれ設定するようにしている。
【００２０】
　図５は、任意に選択されたアプリケーションの起動によってタッチ入力表示部７に表示
されたアプリケーション画面（タッチ画面）を例示した図である。
　このアプリケーション画面の下端部には、複数の指示指標ＩＤが含まれており、この複
数の指示指標ＩＤを含む指示指標領域が操作制御の対象エリアＣＡとして設定されている
。ここで、指示指標ＩＤとは、操作が可能なアイコンやボタンなどであり、ファイルオー
プンやソフトウエアの起動などを指示する指標である。この制御対象エリア（指示指標領
域）ＣＡは、上述した制御対象エリア（画面端領域）ＣＡと同様に、タッチ画面の略全体
に亘る全体エリアＷＨの一部に重ね合わせられた領域であり、ＣＰＵ１は、その制御対象
エリア（指示指標領域）ＣＡ内への接触（タッチ操作）を検出した際に、その接触面積が
所定の閾値よりも大きいか否かに基づいてそのタッチ操作を制御（例えば、タッチ操作の
有効又は無効を制御）するようにしている。
【００２１】
　図示の例では、制御対象エリア（指示指標領域）ＣＡには、２個の指示指標ＩＤとして
、例えば、ページ戻しボタン、次ページ切り替えボタンなどが配置されており、ＣＰＵ１
は、制御対象エリア（指示指標領域）ＣＡに対してタッチ操作が行われた際に、その接触
面積が所定の閾値以上であれば、指示指標ＩＤへのタッチ操作が行われたものとして、そ
の指示指標に応じた処理の実行を指示するようにしているが、その接触面積が所定の閾値
未満であれば、制御対象エリアＣＡへのタッチ操作を無効とし、全体エリアＷＨへのタッ
チ操作であると判断するようにしている。なお、図示の例では、アプリケーション画面の
下端部に操作制御対象エリア（指示指標領域）ＣＡを設定する場合を示したが、その指示
指標領域の大きさ、位置、形状、個数などはアプリケーションに応じて異なる。
【００２２】
　図６は、タッチ制御テーブル３ｃを説明するための図である。
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　タッチ制御テーブル３ｃは、タッチ画面上のエリアに対応付けて設定されている所定の
閾値（閾値面積）を記憶するテーブルで、「エリア」、「閾値面積」の各項目を有してい
る。「エリア」の項目には、“操作制御対象エリア（画面端領域）”、“操作制御対象エ
リア（指示指標領域）”、“全体エリア”が設定されている。「閾値面積」の項目には、
３段階の閾値として“大”、“特大”、“小”が設定されている。この場合、“操作制御
対象エリア（画面端領域）”の「閾値面積」には“特大”、“操作制御の対象エリア（指
示指標領域）”の「閾値面積」には“大”、“全体エリア”の「閾値面積」には“小”が
設定され、それらの閾値面積の広さは、“小”＜“大”＜“特大”の関係となっている。
なお、「エリア」と「閾値面積」との関係やその値は、ユーザ操作によって任意に設定可
能となっている。
【００２３】
　このように本実施形態において情報処理装置（スマートフォン）は、タッチパネル付き
のタッチ画面（タッチ入力表示部７）を備えた情報処理装置であって、前記タッチ画面へ
のタッチ操作時にその接触位置及び接触面積を検出する接触検出手段（ＣＰＵ１、プログ
ラムメモリ３ａ、タッチ入力表示部７）と、前記タッチ画面内の複数のエリア（操作制御
の対象エリア（画面端領域）ＣＡ、操作制御の対象エリア（指示指標領域）ＣＡ、全体エ
リアＷＨ）のうち、前記接触検出手段によって検出された接触位置に基づいて、タッチ操
作されたエリアを判別するエリア判別手段（ＣＰＵ１、プログラムメモリ３ａ）と、前記
エリア判別手段によってタッチ操作されたエリアが判別された際に、前記接触検出手段に
よって検出された接触面積と前記エリアに対応して設定されている閾値面積とを比較し、
その面積の比較結果に基づいてそのタッチ操作を制御する制御手段（ＣＰＵ１、プログラ
ムメモリ３ａ、タッチ制御テーブル３ｃ）と、を備える構成となっている。
【００２４】
　次に、本実施形態における情報処理装置（スマートフォン）の動作概念を図７～図９に
示すフローチャートを参照して説明する。ここで、これらのフローチャートに記述されて
いる各機能は、読み取り可能なプログラムコードの形態で格納されており、このプログラ
ムコードにしたがった動作が逐次実行される。また、ネットワークなどの伝送媒体を介し
て伝送されてきた上述のプログラムコードに従った動作を逐次実行することもできる。す
なわち、記録媒体のほかに、伝送媒体を介して外部供給されたプログラム／データを利用
して本実施形態特有の動作を実行することもできる。なお、図７～図９は、情報処理装置
（スマートフォン）の全体動作のうち、本実施形態の特徴部分の動作概要を示したフロー
チャートであり、この図７及び図８のフローから抜けた際には、全体動作のメインフロー
（図示省略）に戻る。
【００２５】
　図７～図９は、アプリケーション処理の起動に応じて実行開始されるフローチャートで
ある。
　先ず、ＣＰＵ１は、画面の変更時（画面切り替え時やスクロール時）であるかを調べる
が（図７のステップＳ１）、アプリケーション起動時はその初期画面を表示する画面変更
時であるから（ステップＳ１でＹＥＳ）、次のステップＳ２に移り、加速度センサ６によ
って検出された筺体の向きに応じて縦長又は横長のアプリケーション画面（タッチ画面）
をタッチ入力表示部７に表示させる。なお、筺体の向きが縦長状態であれば、アプリケー
ション画面（タッチ画面）も縦長状態となり、筺体の向きが横長状態であれば、アプリケ
ーション画面（タッチ画面）も横長状態となる。そして、図３、図４に示すようにアプリ
ケーション画面の左右両端部を操作制御の対象エリア（画面端領域）ＣＡとして、それぞ
れ設定する（ステップＳ３）。
【００２６】
　次に、このアプリケーション画面内にアイコン、ボタンなどの指示指標ＩＤが含まれて
いるかを調べ（ステップＳ４）、指示指標ＩＤが含まれていれば（ステップＳ４でＹＥＳ
）、図５に示すように指示指標ＩＤを含む領域を操作制御の対象エリア（指示指標領域）
ＣＡとして設定する（ステップＳ５）。なお、図５は、操作制御対象エリア（指示指標領
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域）ＣＡ内に２つの指示指標ＩＤが並列されている場合を例示している。一方、画面変更
時でなければ（ステップＳ１でＮＯ）、加速度センサ６の検出結果に基づいて筐体の向き
が変更されたかを調べ（ステップＳ６）、筐体の向きが変更されたときには（ステップＳ
６でＹＥＳ）、加速度センサ６で検出された筺体の向きに応じて縦長又は横長のアプリケ
ーション画面をタッチ入力表示部７に表示させる（ステップＳ７）。
【００２７】
　このようしてアプリケーション画面（タッチ画面）を表示させると、タッチ入力表示部
７からタッチオン信号（接触有り信号）を受け取ったかを調べたり（ステップＳ８）、タ
ッチ入力表示部７からタッチオフ信号（接触無し信号）を受け取ったかを調べたり（ステ
ップＳ９）、アプリケーションの終了を指示する操作が行われたかを調べたりする（ステ
ップＳ１０）。いま、各ステップＳ８、Ｓ９、Ｓ１０で“ＮＯ”と判別された場合には、
最初のステップＳ１に戻る。また、アプリケーションの終了が指示されたときには（ステ
ップＳ１０でＹＥＳ）、図７～図９のフローから抜けるが、タッチ画面への接触によりタ
ッチ入力表示部７からタッチオン信号を受け取ったときには（ステップＳ８でＹＥＳ）、
以下のタッチオン処理に移る（ステップＳ１１～Ｓ１６）。
【００２８】
　すなわち、タッチオン状態（接触状態）であることを示すために、タッチオンフラグ（
図示省略）を“１”とすると共に（ステップＳ１１）、接触時間を得る接触時間タイマ（
図示省略）の計測動作を開始する（ステップＳ１２）。そして、タッチオン信号に基づい
てタッチ画面上の座標位置（接触位置）を検出すると共に（ステップＳ１４）、その位置
での接触面積を検出し（ステップＳ１５）、この接触位置及び接触面積をワークメモリ３
ｂ内に一時記憶しておく（ステップＳ１６）。以下、上述のステップＳ８に戻り、タッチ
オン信号を継続して受け取るタッチオン中であれば（ステップＳ８でＹＥＳ）、上述のタ
ッチオン処理を繰り返す（ステップＳ１１～Ｓ１６）。
【００２９】
　ここで、タッチ画面から指が離されてタッチ入力表示部７からタッチオフ信号（接触無
し信号）を受け取ったときには（ステップＳ９でＹＥＳ）、図８のフローに移り、上述の
接触時間タイマの計測動作を停止させる（ステップＳ１７）。そして、タッチ操作開始時
の接触有りからタッチ操作終了時の接触無しまでの間にワークメモリ３ｂ内に順次記憶さ
れた時系列の接触位置（タッチオンからタッチオフまでの接触位置）に基づいてアプリケ
ーション画面内のどのエリアが接触されたかを特定するエリア特定処理を行う（ステップ
Ｓ１８）。この場合、時系列の接触位置が全て同じエリア内に含まれていれば、一つのエ
リアに特定することができるが、複数個のエリアに跨っていれば、そのままでは一つのエ
リアに特定することができない。
【００３０】
　ここで、複数個のエリアに跨ったタッチ操作であるか、つまり、特定エリアは複数個で
あるかを調べ（ステップＳ１９）、複数個のエリアに跨ったタッチ操作であれば（ステッ
プＳ１９でＹＥＳ）、上述の接触時間タイマによって計測された全体の接触時間をタッチ
オンからタッチオフまでの接触位置に基づいて複数のエリアに分割する（ステップＳ２０
）。例えば、各エリアに接触している割合が２対１であれば、全体の接触時間を２対１に
分割する。そして、このエリア別接触時間の大小を比較することによって、どのエリアの
時間が大きいか（どのエリアに長く接触していたか）に基づいて、一つのエリアを特定す
る（ステップＳ２１）。
【００３１】
　これによってエリアを特定した後は、ステップＳ２２に移り、接触時間タイマによって
計測された全体の接触時間は、所定時間以上であるかを調べる。ここで、本実施形態にお
いて所定時間とは、操作意志を持った接触であるか誤操作による接触であるかを判別する
ための時間（ユーザの操作意志を図るための時間）を意味しており、例えば、１／２秒で
あるが、それに限らないことは勿論である。いま、全体の接触時間が所定時間未満であれ
ば（ステップＳ２２でＮＯ）、誤操作であると判断して、その操作を無視するために図７
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のステップＳ１に移るが、全体の接触時間が所定時間以上であれば（ステップＳ２２でＹ
ＥＳ）、ワークメモリ３ｂ内に一時記憶されている時系列の接触面積（タッチオンからタ
ッチオフまでの接触面積）を読み出し取得し（ステップＳ２３）、その中から最大値をそ
の最適値として特定する（ステップＳ２４）。
【００３２】
　そして、図９のフローに移り、上述の特定エリアは、全体エリアＷＨであるかを調べた
り（ステップＳ２５）、操作制御対象エリア（指示指標領域）ＣＡであるかを調べたりす
る（ステップＳ３１）。いま、特定エリアが全体エリアＷＨであれば（ステップＳ２５で
ＹＥＳ）、つまり、全体エリアＷＨへのタッチ操作であれば、タッチ制御テーブル３ｃか
ら「全体エリア」対応の「閾値面積」を読み出し取得し（ステップＳ２６）、上述のステ
ップＳ２４で特定した接触面積の最適値（最大値）とその閾値面積とを比較し、接触面積
の最大値は閾値面積以上であるかを調べる（ステップＳ２７）。
【００３３】
　この場合、「全体エリア」対応の「閾値面積」は、図６に示すように“小”となってい
るので、アプリケーション画面の全体エリアＷＨに対して小さな押圧力でタッチ（軽くタ
ッチ）されたり、画面に対して指を立てた状態でタッチされたりしても、つまり、タッチ
操作が接触面積の狭い操作であってもその接触面積は閾値面積以上であると判断される（
ステップＳ２７でＹＥＳ）。また、接触面積が狭過ぎてその閾値面積未満であれば（ステ
ップＳ２７でＮＯ）、全体エリアＷＨへのタッチは、誤操作であると判断して図７のステ
ップＳ１に戻る。
【００３４】
　いま、全体エリアＷＨへのタッチ操作時にその接触面積が閾値面積以上であれば、操作
意志を持ったタッチ操作であると判断して（ステップＳ２７でＹＥＳ）、次のステップＳ
２８に移り、その他の接触状態として接触方向、接触距離などを検出した後、この接触位
置、接触方向、接触距離などの接触状態に基づいて操作種別（タップ操作、フリック操作
、ピンチイン／ピンチアウト操作）を判別する（ステップＳ２９）。そして、この操作種
別に応じた処理の実行を指示（ステップＳ３０）した後、図７のステップＳ１に戻る。
【００３５】
　他方、特定したエリアが指示指標領域であれば（ステップＳ３１でＹＥＳ）、つまり、
指示指標領域へのタッチ操作であれば、タッチ制御テーブル３ｃから「指示指標領域」対
応の「閾値面積」を読み出し取得し（ステップＳ３２）、上述のステップＳ２４で特定し
た接触面積の最適値（最大値）とその閾値面積とを比較し、その接触面積の最大値は閾値
面積以上であるかを調べる（ステップＳ３３）。この場合、「指示指標領域」対応の「閾
値面積」は、図６に示すように“大”となっているので、ユーザはアプリケーション画面
の全体エリアＷＨをタッチ操作するよりもその接触面積が大きくなるようにタッチ操作す
る。これによって接触面積が閾値面積以上となると（ステップＳ３３でＹＥＳ）、次のス
テップＳ３４に移り、タッチ操作された指示指標ＩＤに応じた処理の実行を指示する。例
えば、ファイルオープンやソフトウエアの起動を指示する。その後、図７のステップＳ１
に戻る。
【００３６】
　また、指示指標領域へのタッチ操作時にその接触面積が閾値面積未満であれば（ステッ
プＳ３３でＮＯ）、指示指標領域に対するタッチ操作が行われた場合ではなく、それに重
なる全体エリアＷＨへのタッチ操作であると判断して、上述のステップＳ２６に移り、タ
ッチ制御テーブル３ｃから「全体エリア」対応の「閾値面積」を取得し、接触面積がその
閾値面積以上であれば（ステップＳ２７でＹＥＳ）、上述の動作を行う（ステップＳ２８
～Ｓ３０）。
【００３７】
　また、特定したエリアが全体エリアＷＨ及び指示指標領域でもなければ（ステップＳ２
５及びステップＳ３１でＮＯ）、画面端領域へのタッチ操作であると判断して、次のステ
ップＳ３５に移り、タッチ制御テーブル３ｃから「画面端領域」対応の「閾値面積」を読
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み出し取得し、上述のステップＳ２４で特定した接触面積の最適値（最大値）と閾値面積
とを比較し、接触面積の最大値はその閾値面積以上であるかを調べる（ステップＳ３６）
。この場合、「画面端領域」対応の「閾値面積」は、図６に示すように“特大”であり、
筐体が把持された際に指がタッチ画面の端部に接触すると、その接触面積が特に大きくな
るため、接触面積が所定の閾値以上となれば（ステップＳ３６でＹＥＳ）、筐体の把持に
よる接触であると判断してその接触（タッチ操作）を無効とするために、図７のステップ
Ｓ１に戻る。
【００３８】
　また、画面端領域へのタッチ操作時にその接触面積が閾値未満であれば（ステップＳ３
６でＮＯ）、全体エリアＷＨに対するタッチ操作であると判断して、上述のステップＳ２
６に移り、タッチ制御テーブル３ｃから「全体エリア」対応の「閾値面積」を取得し、接
触面積がその閾値面積以上であれば（ステップＳ２７でＹＥＳ）、上述の動作を行うが（
ステップＳ２８～Ｓ３０）、接触面積が狭過ぎてその閾値面積未満であれば（ステップＳ
２７でＮＯ）、画面端領域へのタッチは、誤操作であると判断して図７のステップＳ１に
戻る。
【００３９】
　以上のように、本実施形態においてＣＰＵ１は、タッチ入力表示部７の画面（タッチ画
面）へのタッチ操作時にその接触位置及び接触面積を接触状態として検出すると共に、こ
の接触位置に基づいてタッチ操作されたエリアを判別した後、検出した接触面積とエリア
に対応して設定されている閾値面積とを比較し、その面積の比較結果に基づいてそのタッ
チ操作を制御するようにしたので、従来のようにタッチパネル７ｂの操作可能な有効範囲
を狭めてしまうことはなく、タッチパネルの全域をタッチ操作面として有効に使用可能と
なるようにしても誤操作を防ぎ、操作性の大幅な向上を期待することが可能となる。
【００４０】
　操作制御対象エリア（指示指標領域）ＣＡへのタッチ操作時にその接触面積とその指示
指標領域ＣＡの閾値面積とを比較した結果、その接触面積が閾値面積よりも大きい場合に
、その指示指標領域へのタッチ操作を有効として処理の実行を指示するようにしたので、
指示指標領域へのタッチ操作時にユーザは、全体エリアＷＨをタッチ操作するよりもその
接触面積が大きくなるようにタッチ操作するだけで、指示指標領域へのタッチ操作である
ことを宣言することができ、指示指標領域内の指示指標ＩＤに応じた処理の実行を指示す
ることができる。
【００４１】
　指示指標領域へのタッチ操作時にその接触面積が指示指標領域対応の閾値面積よりも小
さいが、全体エリアＷＨ対応の閾値面積よりも大きい場合には、指示指標領域対応の処理
に代わって、全体エリアＷＨ対応の処理の実行を指示するようにしたので、タッチ画面内
に指示指標領域を配置したとしても、タッチ画面の全域を全体エリアＷＨとして使用する
ことができ、ユーザにあっては全体エリアＷＨへのタッチ操作と指示指標領域へのタッチ
操作との使い分けを容易に行うことができる。
【００４２】
　操作制御の対象エリア（画面端領域）ＣＡへのタッチ操作時にその接触面積が画面端領
域対応の閾値面積よりも大きい場合には、画面端領域へのタッチ操作を無効とするように
したので、筐体が把持された際に指がタッチ画面の端部に接触したとしても、筐体の把持
による誤操作を防ぐことができる。
【００４３】
　タッチ操作開始時の接触有りからタッチ操作終了時の接触無しまでの間に複数の接触面
積を検出すると共に、その複数の接触面積に基づいて決定したその最大値をタッチ操作時
の接触面積として検出するようにしたので、最適な接触面積を検出することができる。例
えば、タッチ操作開始時に小さかった接触面積が徐々に大きくなり、その後、徐々に小さ
くなるような場合でも、その中から最適な値を検出することができる。
【００４４】
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　複数のエリアに跨ったタッチ操作の場合に、エリア毎に接触時間に基づいて何れか一方
のエリアへのタッチ操作であると判断して、そのタッチ操作を制御するようにしたので、
例えば、フリック操作、ピンチイン／ピンチアウト操作のように移動が伴う操作の場合、
複数のエリアに跨ったとしてもエリア毎の接触時間から適切なエリアを特定することがで
きる。
【００４５】
　タッチ操作時にその接触時間とその接触面積と閾値面積との比較結果に基づいてそのタ
ッチ操作を制御するようにしたので、例えば、瞬間的なタッチなどを誤操作として認識す
ることができ、適切な制御が可能となる。
【００４６】
　タッチ操作時にその接触時間が所定の時間以上の場合に、面積の比較結果が閾値面積以
上であるか否かに基づいて、異なる種類の処理の実行を指示するようにしたので、ユーザ
はタッチ操作時にその接触時間及び接触時間を変えるだけで、所望する処理を容易に選択
することが可能となる。
【００４７】
　なお、上述した実施形態においては、操作制御対象エリア（指示指標領域）ＣＡへのタ
ッチ操作時にその接触面積が指示指標領域対応の閾値面積よりも小さいが、全体エリアＷ
Ｈ対応の閾値面積よりも大きい場合には、指示指標領域対応の処理に代わって、全体エリ
アＷＨ対応の処理の実行を指示するようにしたが、任意のエリアへのタッチ操作時にその
接触面積がそのエリアの閾値面積よりも小さい場合に、そのエリア対応の処理に代わる他
の処理として、例えば、操作方法を説明するヘルプ機能、前の処理の戻すリターン機能な
どの実行を指示するようにしてもよい。例えば、指示指標領域内において接触面積の大き
いタップ操作が行われたときにはその指示指標に応じた処理を行い、接触面積の小さいフ
リック操作が行われたときにはヘルプ処理を行うようにすればよい。これによって指示指
標領域内でのタッチ操作の仕方（接触の仕方）によって異なる種類の処理を使い分けるこ
とが可能となる。
【００４８】
　上述した実施形態においては、タッチ操作時の接触時間が所定の時間以上の場合に、面
積の比較結果が閾値面積以上であるか否かに基づいて、異なる種類の処理の実行を指示す
るようにしたが、これとは逆に接触時間が所定の時間未満の場合に、面積の比較結果が閾
値面積以上であるか否かに基づいて、異なる種類の処理の実行を指示するようにしてもよ
い。これによって例えば、ゆっくりしたタッチ操作を誤操作として認識する一方、素早い
タッチ操作の場合にはその操作の仕方（接触の仕方）によって異なる種類の処理を使い分
けることが可能となる。
【００４９】
　上述した実施形態においては、エリア対応の閾値面積を一つ設定した場合を示したが、
エリア対応の閾値面積として複数レベルの閾値を設定しておき、面積比較を行う際に複数
レベルの閾値毎の比較結果に基づいて、異なる種類の処理の実行を指示するようにしても
よい。操作の仕方（接触の仕方）によって多彩な処理を使い分けることが可能となる。
【００５０】
　上述した実施形態においては、タッチ操作開始時の接触有りからタッチ操作終了時の接
触無しまでの間に複数の接触面積の中からその最大値をタッチ操作時の接触面積（最適値
）として検出するようにしたが、この複数の接触面積の平均値を求めたり、最頻値を求め
たりしてその最適値を検出するようにしてもよい。
【００５１】
　上述した実施形態においては、複数のエリアに跨ったタッチ操作の場合に、エリア毎に
接触時間に基づいて何れか一方のエリアへのタッチ操作であると判断するようにしたが、
接触時間と共に接触面積に基づいて何れか一方のエリアへのタッチ操作であると判断する
ようにしてもよい。
【００５２】
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　上述した実施形態においては、タッチ画面内の複数のエリアとして、操作制御対象エリ
ア（画面端領域）ＣＡ、操作制御対象エリア（指示指標領域）ＣＡ、全体エリアＷＨを示
したが、これに限らず、指示指標領域をボタン毎、アイコン毎に分けたり、タッチ画面の
全体を上領域と下領域に分けたり、右領域と左領域に分けたりするようにしてもよい。更
に、タッチ画面全体を表示内容（テキスト、画像など）に応じて複数のエリアに分けるよ
うにしてもよい。
【００５３】
　上述した実施形態においては、情報処理装置として携帯端末装置（スマートフォン）に
適用した場合を例示したが、タブレット端末装置、スマートフォン以外の携帯電話機、パ
ーソナルコンピュータ、ＰＤＡ（個人向け携帯型情報通信機器）、デジタルカメラ、音楽
プレイヤーなどであってもよい。
【００５４】
　また、上述した実施形態において示した“装置”や“部”とは、機能別に複数の筐体に
分離されていてもよく、単一の筐体に限らない。また、上述したフローチャートに記述し
た各ステップは、時系列的な処理に限らず、複数のステップを並列的に処理したり、別個
独立して処理したりするようにしてもよい。
【００５５】
　以上、この発明の実施形態について説明したが、この発明は、これに限定されるもので
はなく、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲を含むものである。
　以下、本願出願の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
（付記）
（請求項１）
　請求項１に記載の発明は、
　タッチパネル付きのタッチ画面を備えた情報処理装置であって、
　前記タッチ画面へのタッチ操作時にその接触位置及び接触面積を検出する接触検出手段
と、
　前記タッチ画面内の複数のエリアのうち、前記接触検出手段によって検出された接触位
置に基づいて、タッチ操作されたエリアを判別するエリア判別手段と、
　前記エリア判別手段によってタッチ操作されたエリアが判別された際に、前記接触検出
手段によって検出された接触面積と前記エリアに対応して設定されている閾値面積とを比
較し、その面積の比較結果に基づいてそのタッチ操作を制御する制御手段と、
　を備えたことを特徴とする情報処理装置である。
（請求項２）
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の情報処理装置において、
　前記制御手段は、前記エリア判別手段によってタッチ操作されたエリアが判別された際
に、前記接触検出手段によって検出された接触面積と前記エリアに対応して設定されてい
る閾値面積とを比較した結果、その接触面積が閾値面積よりも大きい場合に、前記エリア
へのタッチ操作を有効としてそのエリア対応の処理の実行を指示する、
　ようにしたことを特徴とする情報処理装置である。
（請求項３）
　請求項３に記載の発明は、請求項２に記載の情報処理装置において、
　前記エリアは、指示指標を表示する指標表示領域であり、
　前記制御手段は、前記指標表示領域へのタッチ操作が有効な場合にはその指示指標に応
じた処理の実行を指示する、
　ようにしたことを特徴とする情報処理装置である。
（請求項４）
　請求項４に記載の発明は、請求項２に記載の情報処理装置において、
　前記タッチ画面内の複数のエリアは、このタッチ画面の略全体に亘る全体エリアと、こ
の全体エリアの一部に重ね合わせられた他のエリアとを有し、
　前記制御手段は、前記接触検出手段によって検出された接触面積と前記他のエリアに対
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応して設定されている閾値面積とを比較した結果、その接触面積が閾値面積よりも小さく
、前記接触面積と前記全体エリアに対応して設定されている閾値面積とを比較した結果、
その接触面積が閾値面積よりも大きい場合に、前記他のエリア対応の処理に代わって、前
記全体エリア対応の処理の実行を指示する、
　ようにしたことを特徴とする情報処理装置である。
（請求項５）
　請求項５に記載の発明は、請求項２に記載の情報処理装置において、
　前記制御手段は、前記接触検出手段によって検出された接触面積と前記指標表示領域に
対応して設定されている閾値面積とを比較した結果、その接触面積が閾値面積よりも小さ
い場合に、そのエリア対応の処理に代わって他の処理の実行を指示する、
　ようにしたことを特徴とする情報処理装置である。
（請求項６）
　請求項６に記載の発明は、請求項１に記載の情報処理装置において、
　前記エリアは、前記タッチ画面の端部に配置された画面端領域であり、
　前記制御手段は、前記接触検出手段によって検出された接触面積と前記画面端領域に対
応して設定されている閾値面積とを比較した結果、その接触面積が閾値面積よりも大きい
場合に、前記画面端領域へのタッチ操作を無効とする、
　ようにしたことを特徴とする情報処理装置である。
（請求項７）
　請求項７に記載の発明は、請求項１～請求項６の何れか１項に記載の情報処理装置にお
いて、
　前記接触検出手段は、タッチ操作開始時の接触有りからタッチ操作終了時の接触無しま
での間に複数の接触面積を検出すると共に、その複数の接触面積に基づいて決定したその
最適値を前記タッチ操作時の接触面積として検出する、
　ようにしたことを特徴とする情報処理装置である。
（請求項８）
　請求項８に記載の発明は、請求項１～請求項７の何れか１項に記載の情報処理装置にお
いて、
　前記エリア判別手段によってタッチ操作されたエリアが複数であると判別された場合に
、そのエリア毎にその接触時間を計測するエリア別時間計測手段を更に備え、
　前記制御手段は、前記エリア判別手段によって複数のエリアに跨ったタッチ操作である
と判別された場合に、前記エリア別時間計測手段によって計測されたエリア毎に接触時間
に基づいて何れか一方のエリアへのタッチ操作であると判断して、そのタッチ操作を制御
する、
　ようにしたことを特徴とする情報処理装置である。
（請求項９）
　請求項９に記載の発明は、請求項１に記載の情報処理装置において、
　タッチ操作の接触時間を計測する接触時間計測手段を更に備え、
　前記制御手段は、前記接触時間計測手段によって計測された接触時間と前記面積の比較
結果に基づいてそのタッチ操作を制御する、
　ようにしたことを特徴とする情報処理装置である。
（請求項１０）
　請求項１０に記載の発明は、請求項９に記載の情報処理装置において、
　前記制御手段は、前記接触時間計測手段によって計測された接触時間が所定の時間以上
の場合に、前記面積の比較結果が前記閾値面積以上であるか否かに基づいて、異なる種類
の処理の実行を指示する、
　ようにしたことを特徴とする情報処理装置である。
（請求項１１）
　請求項１１に記載の発明は、請求項９に記載の情報処理装置において、
　前記制御手段は、前記接触時間計測手段によって計測された接触時間が所定の時間未満
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の処理の実行を指示する、
　ようにしたことを特徴とする情報処理装置である。
（請求項１２）
　請求項１２に記載の発明は、請求項１に記載の情報処理装置において、
　前記エリアに対応して設定されている閾値面積として、複数レベルの閾値を有し、
　前記制御手段は、前記面積比較を行う際に、前記複数レベルの閾値毎の比較結果に基づ
いて、異なる種類の処理の実行を指示する、
　ようにしたことを特徴とする情報処理装置である。
（請求項１３）
　請求項１３に記載の発明は、
　コンピュータに対して、
　タッチパネル付きのタッチ画面タッチ画面へのタッチ操作時にその接触位置及び接触面
積を検出する機能と、
　前記タッチ画面内の複数のエリアのうち、前記検出された接触位置に基づいて、タッチ
操作されたエリアを判別する機能と、
　前記タッチ操作されたエリアが判別された際に、前記検出された接触面積と当該エリア
に対応して設定されている閾値面積とを比較し、その面積の比較結果に基づいてタッチ操
作を制御する機能と、
　を実現させるためのプログラムである。
【符号の説明】
【００５６】
　１　ＣＰＵ
　３　記憶部
　３ａ　プログラムメモリ
　３ｃ　タッチ制御テーブル
　６　加速度センサ
　７　タッチ入力表示部
　７ａ　表示パネル
　７ｂ　タッチパネル
　３ｃ　タッチ制御テーブル
　ＣＡ　操作制御対象エリア（指示指標領域、画面端領域）
　ＩＤ　指示指標
　ＷＨ　全体エリア
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